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■ 
讃
岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
）

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
絵
馬
殿
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
縮
尺
一
○
分
の
一
の
菱

垣
廻
船
。
船
名
は
金
比
羅
丸
で
、
航
と
左
右
両
舷
の
中
棚
に
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
　  

寛
政
八
丙
辰
年
六
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
西
横
堀

　
　
　
奉
献
御
宝
前
　
　
　
富
田
屋
三
郎
左
衛
門
手
船  

金
比
羅
丸
悦
蔵

　
　
　
　  

　
　
　
　
同
上
敷
屋
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棟
梁  

海
部
屋
市
左
衛
門

奉
納
者
か
ら
し
て
も
、
高
い
艫
矢
倉
を
み
て
も
、
本
雛
形
が
菱
垣
廻
船
で
あ
る
こ
と
に
疑

問
の
余
地
は
な
い
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
五
・
九
尺
、
肩
二
○
・
九
尺
、
深
さ
七
・
三
九
尺
、
大
工

間
尺
石
数
七
○
八
石
で
あ
る
。
一
七
世
紀
に
航
長
さ
の
五
割
以
下
で
あ
っ
た
肩
は
、
一
八

世
紀
に
入
る
と
航
長
さ
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
増
大
し
、
当
時
は
五
割
を
越
え
る
の
が
普

通
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
雛
形
の
航
は
肩
に
比
し
て
長
く
、
た
め
に
水
押
が
立
っ
て
い
る
。

　
本
雛
形
の
出
来
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
他
の
江
戸
時
代
の
雛
形
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
本

雛
形
が
な
け
れ
ば
、
櫓
を
立
て
な
い
時
に
艫
の
台
間
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ふ
さ
い
だ
か
は

わ
か
ら
ず
、
寛
政
五
年
の
「
凡
千
石
積
二
十
分
一
之
図
」
の
「
布
板
」
の
意
味
も
理
解
で

き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
艫
の
横
台
下
の
小
さ
な
庇
は
、
本
雛
形
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。

知
里
は
角
艫
知
里
で
、
文
化
一
○
年
（
一
八
一
三
）
に
浦
賀
奉
行
所
同
心
今
西
幸
蔵
が
『
今

西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
』
に
菱
垣
廻
船
に
つ
い
て
「
艫
は
角
艫
多
し
」
と
記
す
の
と
符
合
す
る
。

ち
な
み
に
、
角
艫
知
里
と
は
二
階
造
り
の
外
艫
の
知
里
を
い
う
。
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■ 
讃
岐
金
刀
比
羅
宮
民
吉
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
）

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
絵
馬
殿
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
縮
尺
は
一
○
分
の
一
。

船
名
は
民
吉
丸
で
、
航
と
左
右
両
舷
の
中
棚
に
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
享
和
弐
壬
戌
年
　
肥
後
大
浜
町
　
願
主
　
民
吉
丸
喜
右
衛
門

　
　
　
奉
納
御
宝
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
敷
屋
町
　
播
磨
屋
□
右
衛
門

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
八
・
二
尺
、
肩
一
七
・
四
尺
、
深
さ
五
・
五
四
尺
、
大
工
間

尺
石
数
三
六
九
石
で
あ
る
。
船
体
内
部
の
下
船
梁
・
中
船
梁
を
省
略
す
る
他
は
よ
く
出
来

て
お
り
、
伝
馬
込
の
二
重
の
置
台
は
本
雛
形
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
な
お
、
艫
の
横
台

下
の
小
さ
な
庇
の
初
出
を
本
雛
形
と
す
る
説
は
誤
り
で
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
讃

岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形
が
初
出
で
あ
る
。

　
願
主
の
住
む
肥
後
大
浜
町
（
玉
名
市
大
浜
町
）
の
外
嶋
住
吉
神
社
の
御
神
体
と
し
て
祭

ら
れ
て
い
る
正
直
新
造
雛
形
は
本
雛
形
と
瓜
二
つ
で
あ
り
、
両
雛
形
は
同
じ
船
大
工
の
手

に
な
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
正
直
新
造
雛
形
は
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

の
奉
納
銘
の
あ
る
水
樽
を
積
む
と
こ
ろ
か
ら
明
治
四
年
の
奉
納
と
さ
れ
て
い
る
が
、
上
廻

り
の
様
式
は
明
治
四
年
ま
で
は
と
う
て
い
下
が
り
え
ず
、
水
樽
だ
け
が
明
治
四
年
の
奉
納

で
、正
直
新
造
雛
形
の
奉
納
は
本
雛
形
と
同
時
期
と
す
べ
き
で
あ
る
。
船
体
内
部
の
下
船
梁
・

中
船
梁
を
省
略
す
る
他
は
出
来
は
よ
く
、
伝
馬
込
の
二
重
の
置
台
も
本
雛
形
と
何
ら
変
わ

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
唐
人
碇
が
一
頭
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
和
船

で
は
他
に
使
用
例
を
聞
か
な
い
。
あ
る
い
は
、
案
外
、
中
国
船
の
来
港
す
る
長
崎
近
辺
で

唐
人
碇
は
使
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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■ 
佐
柳
島
八
幡
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
佐
柳
島
八
幡
神
社
（
香
川
県
仲
多
度
郡
多
度

津
町
大
字
佐
柳
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
船
名
は
両
社
丸
、
縮
尺
は
一
○
分
の
一
。

実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
七
・
八
尺
、
肩
一
八
・
五
尺
、
深
さ
七
・
一
○
尺
、
大
工
間
尺

石
数
四
九
五
石
で
あ
る
。

　
通
例
、
奉
納
年
・
奉
納
者
は
航
や
中
棚
の
外
面
に
墨
書
さ
れ
る
が
、
本
雛
形
の
場
合
、

航
と
中
棚
の
内
面
、
舳
淦
間
船
梁
、
淦
間
船
梁
、
碁
板
、
帆
柱
、
舵
に
墨
書
銘
が
あ
る
。

な
か
で
も
重
要
な
の
が
帆
柱
で
、
右
舷
側
面
に
「
文
政
七
年
申
十
一
月
吉
日
　
大
工
善
太

夫
・
清
右
衛
門
・
静
六
・
清
兵
衛
・
清
五
郎
こ
れ
お
つ
く
る
」
と
あ
り
、
左
舷
側
面
に
「
こ

く
す
六
百
石
　
ほ
が
た
弐
拾
弐
反
　
両
社
丸
　
木
割
□
□
ま
違
こ
れ
あ
り
候
」
と
み
え
る
。

　
善
太
夫
は
木
割
に
誤
り
が
あ
る
と
い
う
が
、
木
割
に
は
幅
が
あ
る
の
で
、
主
要
寸
法
に

限
れ
ば
特
に
不
都
合
は
な
い
。
善
太
夫
の
告
白
を
見
逃
し
た
石
井
謙
治
氏
は
、
縮
尺
一
○

分
の
一
の
正
確
な
雛
形
で
、
当
該
期
の
形
式
を
示
す
重
要
な
基
準
作
と
本
雛
形
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
墨
書
さ
れ
た
積
石
数
と
帆
の
反
数
と
の
整
合
性
ま
で
問
う
と
、

話
は
別
で
あ
る
。
前
述
の
主
要
寸
法
で
算
出
し
た
大
工
間
尺
石
数
は
六
○
○
石
を
大
幅
に

下
回
る
し
、
当
時
、
帆
の
主
流
で
あ
っ
た
二
・
五
尺
幅
の
織
帆
に
よ
る
木
割
で
は
肩
一
尺
に

付
帆
一
反
で
あ
る
か
ら
、
肩
も
狭
い
。
明
ら
か
に
善
太
夫
が
誤
っ
た
の
は
肩
で
あ
り
、
六

○
○
石
積
二
二
反
帆
な
ら
肩
は
二
二
・
四
尺
く
ら
い
は
必
要
で
あ
る
。
善
太
夫
は
製
作
中
に

木
割
の
誤
り
に
気
づ
き
、
舵
を
正
し
い
木
割
で
作
っ
て
、
舵
に
「
此
梶
無
間
違
木
割
」
と

註
記
し
て
い
る
。
船
体
を
一
木
か
ら
刳
り
出
し
た
雛
形
で
は
主
要
寸
法
の
関
係
が
お
か
し

い
こ
と
は
ま
ま
あ
る
が
、
船
大
工
が
木
割
を
間
違
え
る
の
は
珍
し
い
。
ち
な
み
に
、
木
割

の
誤
り
を
別
に
す
れ
ば
、
本
雛
形
の
出
来
は
よ
い
。
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■ 
相
良
大
江
八
幡
宮
八
幡
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
大
江
八
幡
宮
（
牧
之
原
市
大
江
）
の
御
船
神

事
に
用
い
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
八
幡
丸
で
あ
る
。
縮
尺
は
一
○
分
の
一
。

　
製
作
の
経
緯
は
、
文
政
七
年
八
月
の
『
八
幡
宮
御
船
造
替
掛
金
帳
』
に
こ
う
記
さ
れ
て

い
る
。
年
を
経
た
の
で
「
八
幡
様
菱
垣
御
船
」
を
造
り
替
え
る
こ
と
が
文
政
五
年
八
月
の

船
頭
・
水
主
の
集
会
で
決
ま
り
、
廻
船
一
艘
一
上
下
で
船
頭
は
一
○
○
文
、
水
主
は
三
二

文
を
丸
二
年
間
積
み
立
て
た
結
果
、
文
政
七
年
に
新
造
船
が
完
成
し
、
八
月
八
日
に
台
卸

し
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
船
頭
・
水
主
の
積
立
て
金
だ
け
で
は
建
造
費
を
ま
か
な
え
な

か
っ
た
た
め
、
船
主
衆
中
に
は
船
一
艘
に
付
金
一
分
、
イ
サ
バ
中
に
は
船
一
艘
に
付
金
二

朱
の
掛
金
を
お
願
い
し
て
、よ
う
や
く
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
た
、と
。
本
書
は
船
主
衆
中
・

イ
サ
バ
中
の
掛
金
の
記
録
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
、
建
造
費
の
総
額
は
わ
か
ら
な
い
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
九
・
一
尺
、
肩
一
八
・
五
尺
、
深
さ
五
・
六
四
尺
で
、
大
工

間
尺
石
数
は
四
○
八
石
で
あ
る
。
帆
の
反
数
は
一
九
反
で
あ
る
か
ら
、
肩
一
尺
に
付
帆
一

反
の
木
割
に
合
致
し
、
帆
が
二
尺
五
寸
幅
の
織
帆
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
通
例
、
本
雛
形
は
菱
垣
廻
船
と
さ
れ
て
い
る
。
菱
垣
廻
船
と
は
木
綿
・
油
・
紙
な
ど
の

日
用
雑
貨
品
を
大
坂
か
ら
江
戸
に
積
み
下
し
た
菱
垣
廻
船
問
屋
仕
立
の
廻
船
を
い
い
、
垣

立
下
部
の
菱
組
の
格
子
と
高
い
艫
矢
倉
に
特
徴
が
あ
る
。
確
か
に
本
雛
形
の
垣
立
は
菱
垣

で
あ
る
が
、
艫
矢
倉
の
高
さ
は
実
船
に
換
算
し
て
六
尺
四
寸
と
一
般
廻
船
並
な
の
で
、
菱

垣
廻
船
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
垣
立
が
菱
垣
で
も
菱
垣
廻
船
と
は
限
ら
な
い
こ
と

は
、
熊
野
神
社
の
御
神
船
に
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
菱
垣
廻
船
の
艫
矢
倉
は
高
く
、「
千

石
積
菱
垣
廻
船
二
拾
分
一
図
」
と
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
の
「
太
物
丸
雛
形
之
絵
図
」

が
九
尺
二
寸
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
讃
岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形
が
八
尺
一

寸
で
あ
る
。
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■ 
喜
多
浦
大
神
八
幡
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
○
）
に
喜
多
浦
大
神
八
幡
神
社
（
今
治
市
伯
方
町
）

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
社
殿
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
船
名
は
八
幡
丸
、
縮
尺
は

一
○
分
の
一
。
今
日
で
は
航
の
墨
書
銘
は
読
み
が
た
い
が
、『
瀬
戸
内
海
の
海
上
信
仰
調
査

報
告
（
西
部
地
域
）』
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
柳
□
□

　
　
　
　
□
政
□
三
年
　
　
　
願
主
　
□
□
中
村
重
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
□
□

　
　
奉
寄
進
　
　
　
　
　
　
　
惣
船
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
芸
州
御
手
洗

　
　
　
　
八
月
吉
祥
　
　
同
　
塩
問
屋
大
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
□
□
下

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
九
・
一
尺
、
肩
二
○
・
○
尺
、
深
さ
六
・
四
四
尺
で
、
大

工
間
尺
石
数
は
五
○
三
石
で
あ
る
。
本
雛
形
は
よ
く
出
来
て
お
り
、
文
政
期
の
様
式
を
知

る
う
え
で
相
良
大
江
八
幡
宮
八
幡
丸
雛
形
と
と
も
に
欠
か
せ
な
い
。

　
本
雛
形
で
興
味
深
い
の
は
、
四
通
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
通
り
と
は
、

水
押
か
ら
腰
当
に
か
け
て
の
中
棚
の
開
き
の
変
化
が
大
き
い
た
め
、
三
の
間
付
近
か
ら
水

押
ま
で
の
中
棚
を
二
階
造
り
も
し
く
は
三
階
造
り
に
す
る
板
材
を
い
う
。
実
船
通
り
に
四

通
り
を
作
る
こ
と
は
雛
形
で
は
む
つ
か
し
く
、
本
雛
形
で
は
四
通
り
の
統
合
部
を
刳
り
出

し
て
釘
頭
を
墨
で
描
く
に
す
ぎ
な
い
が
、
東
京
国
立
博
物
館
薩
摩
形
雛
形
や
鉄
道
博
物
館

雛
形
の
よ
う
な
船
体
構
造
を
み
せ
る
雛
形
を
別
に
す
れ
ば
、
四
通
り
を
表
現
す
る
雛
形
は

珍
し
く
、他
に
モ
ー
ス
が
持
ち
帰
っ
た
幕
府
の
御
城
米
積
船
の
雛
形
（
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ
セ
ッ

ク
ス
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
、
弁
才
船
は
船
喰
い
虫
対
策
と
し
て

船
体
に
包
板
を
打
つ
た
め
、
実
船
で
は
外
か
ら
み
て
も
四
通
り
の
存
在
は
わ
か
ら
な
い
。
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断面図（縮尺1/5）
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■ 
小
浜
若
狭
彦
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
海
幸
山
幸
の
神
話
で
有
名
な
彦
火
火
出
見
尊
を
若
狭
彦
大
神
と
し
て
祀
る

若
狭
彦
神
社
（
小
浜
市
遠
敷
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
船
名
は
海
幸
丸
、
奉
納
年
・
奉
納
者
と
も
に
不
明
。
縮
尺
は
一
○

分
の
一
。
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
八
・
五
尺
、
肩
二
五
・
六
尺
、
深
さ
九
・
二
五
尺
で
、

大
工
間
尺
石
数
は
一
一
四
九
石
で
あ
る
。

　
垣
立
に
菱
垣
を
組
む
た
め
、
本
雛
形
の
製
作
年
代
の
推
定
は
む
つ
か
し
い
が
、
反
り
の

小
さ
い
船
首
尾
と
開
口
の
舳
の
立
に
達
し
た
掛
筋
と
低
い
垣
立
か
ら
す
れ
ば
、
天
保
期

（
一
八
三
○
～
一
八
四
三
）
だ
ろ
う
。
一
見
し
て
外
観
に
北
前
船
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
船
内
を
み
る
と
、
北
前
船
の
特
徴
の
一
つ
で
、
船
底
構
造
の
簡
素
化
と

強
度
の
向
上
に
寄
与
す
る
一
石
二
鳥
の
名
案
と
石
井
謙
治
氏
が
高
く
評
価
し
た
中
船
梁
兼

用
の
湾
曲
し
た
下
船
梁
が
入
っ
て
い
る
。
兼
用
船
梁
の
初
出
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
丹
後
溝
谷
神
社
雛
形
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
に
よ
る
と
出
現
時
期
が
若
干
上
が
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
本
雛
形
の
よ
う
に
垣
立
下
部
に
菱
垣
を
組
み
、
上
廻
り
を
押
廻
し
造
り
に
す
る
雛
形
は

若
狭
湾
沿
岸
で
は
珍
し
く
な
い
。
宗
像
神
社
（
小
浜
市
北
塩
屋
）
の
弁
天
丸
、
金
毘
羅
神

社
（
同
前
）
の
金
毘
羅
丸
、
広
嶺
神
社
（
小
浜
市
千
種
）
の
天
王
丸
、
老
人
嶋
神
社
（
舞

鶴
市
冠
島
）
の
明
神
丸
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
雛
形
は
、
菱
垣
廻
船
の
図
面
や
雛
形

と
比
べ
て
菱
垣
が
細
く
、
艫
矢
倉
も
高
く
な
い
か
ら
、
菱
垣
廻
船
で
あ
り
え
な
い
。
ま
た

押
廻
し
は
金
沢
兼
光
の
『
和
漢
船
用
集
』
に
言
及
が
あ
り
、
明
治
時
代
の
写
真
に
も
姿
を

と
ど
め
て
い
る
の
で
、
実
船
の
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
地
域
に
集
中
し
、
し
か
も

菱
垣
と
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
菱
垣
を
真
艫
ま
で
回
し
て
、
装
飾
効
果

を
高
め
る
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
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断面図（縮尺1/6）
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